
長崎歴史文化博物館 

“ふるさと教育出前講座” 
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進路シンポジウム開催 

 ２月１０日（金）に進路シンポジウムを開催しま

した。これは、３年生が下級生に受験の実体験を話し、

学習や受験に対するアドバイスをする企画です。４校

時に１・２年生を対象に就職・進学に分かれて、５校

時に中学２年生を対象に実施しました。今後の自分の

進路について考える良い機会になったようです。 

 

 

ふるさと料理教室 

２月１７日（金）に「ふるさと料理教室」が実施

されました。「環境美化を考える会」代表の谷口雅樹

さん、前代表の田口昭子さんが中心となり、会の

方々のご協力のもと、地域の食材を使った巻き寿

司・豚汁などをいただきました。今年は久々に調理

実習ができたので、最後の調理実習を楽しみなが

ら、完成した料理をおいしくいただき、地元の味を

堪能しました。田口さんは長年大島町で、各種の活

動をされています。新代表の谷口さんと大崎高校生

へ、地元の期待を伝えてくださいました。卒業して

も感謝の気持ちを忘れず過ごしてほしいです。 

 

新生活に向けて（３年生対象各種セミナー） 

卒業後の新生活に向けて各種講座を実施しました。就職

をする人も進学をする人も責任と常識のある社会人として

活躍して欲しいと願っています。 

発表者 
【就職の部】  
小橋  優   有冨  あいら 
鎌田  愛希  尾﨑 匠  
濱田  苺花  大塚  魁飛  
 
【進学の部】 
福浦 蓮翔  中野 文太 
清水 立    川口 蒼生 
ロジャース 野恵瑠   
浪花 涼平 
 
 

第 69 回卒業証書授与式 
令和５年３月１日（水）午前１０時より本校体育館において第６９回卒業証書授与式が挙

行され、酒井校長より３２名の卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡されました。 

校長式辞に続き、在校生送辞では 2 年生の水谷綾歌さんが、部活動や学校行事などで共

に過ごした卒業生への感謝の気持ちを堂々と述べました。卒業生答辞では森結稀さんが、後

輩たちの支えにより生徒会長としての役目を全うできたこと、コロナ禍で多くの行事が制

限された中でもクラスメイトとの交流を深められたこと、職員・家族への深い感謝の気持ち

を述べ、会場は感動でいっぱいになりました。マスクを外した卒業生の顔には笑顔が溢れ、

3 年間過ごした学び舎を巣立っていきました。 

スーツ着こなしセミナー 

社会労務士出前講座 

 

おいしくいただきました！ 

 

代表生徒からのお礼の言葉 
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今年度、６名の先生が離退任されます。今後益々のご活躍を祈念いたします。 

退職【校長】 酒井俊治 再任用（島原高校・全日制） 

【教諭】 山口直美 再任用（大崎高校） 

【講師】 川原由紀（佐世保中央・通信制） 

異動【事務長】森内 潔（長崎鶴洋） 

【教諭】 山口祥子（五島高校・定時制） 

【教諭】 牟田拓朗（五島高校・全日制） 

 

 

【教頭】 < 永田 芳弘 > 大村高校 へ異動 

 

 

10 日（月） 始業式 入学式  

11 日（火） 課題考査 

19 日（水） 身体測定・新体力テスト 

「大崎高等学校 70回生 SDGｓ探究グランプリ」の表彰！ 

 ２学年では、総合的な探究の時間の中で

「地球の未来・ＳＤＧｓ探究」を行い、各自

が設定したテーマに関するレポート作成を最

終課題としました。生徒たちは授業の中で、

全員のレポートの相互評価を実施。そして 2

月 17日(金)、考査終了後の学年集会を利用

して、「大崎高等学校 70回生 SDGｓ探究グラ

ンプリ」と称して、１１名の生徒の表彰を行

いました。 

 １月２７日（金）に1年生を対象に乳幼児ふれあい体験が

西海市役所こども課とチームEGAOの方々のお声かけによ

り実施されました。コロナ禍でしばらく実施できなかった

のですが、西海市や本校の親子が多数参加され、楽しい時

間をすごすことができました。 

体験後のワークショップでは子育ての楽しさや苦労、子

どものかわいさや親の愛情について思ったことを意見とし

てまとめることができました。将来子どもを持ちたい、親

に感謝したいなどの感想が多くみられました。 

 

大学入学共通テスト報告 ～進路指導部より～ 
１月１４日・１５日に「大学入学共通テスト」が実施されました。本校からは３年Ｂコースの

大学進学希望者７名が挑みました。試験直前の新型コロナウイルス感染拡大の状況下で、昨年度

同様、受験生にはさまざまな制約がありました。担任の牟田先生や副担任の宮﨑先生をはじめと

して、３学年の先生方が長崎国際大学の正門前で激励をして送り出しました。そして、試験終了

の夕刻には「お疲れ様」と労をねぎらっていました。生徒たちも、他校の生徒たちと一緒に受験

する中で、あらためて受験生の多さを感じたようでした。 

 １月１７日発表のベネッセと駿台予備校による予想では、文系９００点満点での予想平均点

は５３２点で昨年度より＋２４点となりました。理系も５４４点で昨年度より＋３１点となっ

ています。 

本校の受験生はこれまで準備してきたものを出し切ってくれたのではないかと感じています。 

以上のような努力を経て、今年度は本校から国公立大学に 3名の合格者が出ました。熊本大

学教育学部養護教育コース、長崎大学情報データ科学部、長崎県立大学看護栄養学部栄養学科

にそれぞれ 1名です。 

 

お陰をもちまして、この３月で大崎高校と教員を卒業すること

になりました。この３年間は、ちょうど新型コロナと重なります。

様々な制限のある中、生徒の皆さんは前向きに取り組んでくれた

と思います。保護者の皆様には、お子様の学校での様子を見る機

会が減るなど、ご迷惑をおかけしました。 

環境が人を育てるといわれますが、海と隣接している、グラウ

ンドと体育館が道路を跨いでいる、連携中学校と同居しているな

どなど、大崎高校の教育環境は全国的にも稀です。いや、唯一で

しょう。このような環境に身を置きながら、一人ひとりが自分自

身を見つめなおしたり、他者と関わったりしながら、一歩一歩、

前進していきましょう。 

表彰された生徒の皆さん 

水谷綾歌さんは「我が家の食品ロス削減」というテーマで、 

自宅で出る生ごみの量や内容を調べ、これからの買い物の仕

方や食品の管理などについて考えをまとめました。 

「卒業します。お世話になりました。」校長 酒井俊治  

 

2 年 1 組のみんながそれ

ぞれ描いた A4 の用紙を

つなぎ合わせて完成させ

ました。 
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